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＜連絡事項＞
・令和元年度　第1回院内研修を下記の日程で実施します。
　日　時：5月28日（火）、29日（水）17:30～18:30
　場　所：メンタル3階会議室
　テーマ：｢当院における精神医療サービスの在り方｣
　講　師：東ＡＯＭ
　　当日の出欠予定の記入を各自でお願い致します。
　みんなの書類フォルダー⇒委員会⇒病院委員会⇒教育委員会⇒
　2019年度教育委員会⇒2019院内研修⇒第1回院内研修⇒院内研修出欠表
　※名前のない方は名前を出欠表へ入力し、出欠予定を記入して下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育委員会
＜患者様連絡事項＞
・和田　昌様～易怒性、興奮等の落ち着き見られる事から、10：30終日隔離解除となる。
・古里　長太郎様～9：30体温37.9℃。田名部Dr報告。胸部X-P施行、右肺下葉に陰影あり。食止めとなり、持続点滴、抗生剤（セフトリアキソンNa2V）となる。東C4号室から合併症室へ移動となる。服薬は、飲み込み困難な場合は中止の指示。
・下村　慶子様～排便―7日目。ケンエーG浣腸（60）1個処方あり、反応便多量に見られている。
・見付　幸一様～栄養チューブの定期交換施行している。
・熊谷　樹里様～つくしが丘病院では、外来でのクロザリルは行っておらず、芙蓉会病院へ転院予定となる。5/31　14：00入院与薬となり、13：30には来院して欲しいとの事。
・高橋　末吉様～膀胱瘻の挿入部は1回/週で消毒しており、日赤での最終消毒は5/17。当院での消毒は5/24予定としている。膀胱瘻のバルンカテーテルの交換は今後、きどクリニックへ依頼する事としており、次回の受診は6/3（月）家族付き添いとなっている。EDチューブは5/1に挿入しているが、交換は1か月後で、以後は当院のチューブに変更となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・和田　昌様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。10：00安ヶ平Dr診察し、落ち着き見られている為、10：30終日隔離解除となる。　　　　
・立花　圭様～20時～6時時間隔離中。日中は落ち着き見られ、他者交流も見られている。他者トラブル無く経過。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放中の飲水行為は無く、ホールで書き物をしている。入室にも拒否は無い。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・野田　裕樹様～終日隔離中。10時～16時の開放観察実施。朝、昼食共に1/3摂取。内服に時間を要している。帰宅要求は無い。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～身体拘束中。日中の体温常勝は無く、他のバイタルサインの異常も無し。定期の栄養チューブ交換している。ライン弄りは無い。引き続き精神症状・身体症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・大久保　すい様～体幹のみ身体拘束中。被毒妄想なく、食事は2/3摂取。対応も穏やか。
＜要注目患者情報＞
・阿部　わかえ様～食事は自力で1/2～2/3摂取。面会も穏やかに談話されている。殆ど臥床されている。
・藤井　孝蔵様～本日より、バンコマイシンの点滴は無し。妄想発言はあるが、切迫した様子は無い。
・杉山　千廣様～バイタルサインの異常は無く、ライン弄りも無し。声掛けには穏やかに返事されている。
＜田名部Ｄｒ診察情報＞
・藤井　孝蔵様～尿道からの膿の分泌は見られなくなっている事から、バンコマイシンの点滴は終了となっている。
・小笠原　美千代様～「ごはんを食べるな」という幻聴がある事や、ご飯が多い、パンにしたいとの希望があり、本日夕より3食パンに変更となっている。また、便秘6日目であり、ケンエーG浣腸60ml1本処方となっている。
・畑中　成夫様～「女性に乱される」等の訴えが聞かれており、作業療法への参加はまだ
無理であると話している。シクレスト錠の減量を希望しているが、現
在の処方で継続していく事を説明され、了解している。
・安達　貴浩様～「話す事はありません」と診察を拒否的になる事がある。「Bに戻りたい」
「退院する」「一生ここに入院している」等、話す内容が二転三転している。他者に対する態度や言葉使いなどの経過を見ながら、ユニット調整をしていく事を説明受けている。

・江刺家　キヨ様～「死んでお父さんの所へ早く行きたいの」「食事も食べたくない」等、泣きながら話しているが、「こんな事話してすみません」とも言う。
　　　　　　　　　今後、兄妹との面会予定となっている。
・蕨　真理様～便秘を訴え、センナリド2T　1×寝る前　7日分追加処方となる。
・高柳　和子様～レキサルティ(1)1T→レキサルティ(2)1T、オランザピン(10)1T→オラン
ザピン(5)1Tへ変更。
・澤村　彬様～ベルソムラ(20)1Tが中止。ロゼレム(8)1T　1×夕食後　7日分追加。
・野田　裕樹様～オランザピンOD(5)1T　1×夕食後が中止。コントミン(25)2T　2×昼夕→3×毎食後へ変更。

＜土井Dr皮膚科診察＞
・見付　幸一様～①仙骨部：イソジンシュガー+ガーゼ保護
　　　　　　　　②背部：アズノール軟膏塗布
　　　　　　　　③両下肢の乾燥漸減：ヘパリンクリーム塗布
・泉山　紀子様～四肢、皮疹漸次軽減、両大腿に痒みあり。同処置継続。
・畑中　成夫様～同処置継続。
・木村　美智子様～軽快。同処置継続。
・藤井　孝蔵様～特変無し。同処置継続。
・古里　長太郎様～①仙骨部潰瘍（黒色に変化。組織を一部切除）
　　　　　　　　　　　　　：壊死組織→ブロメライン軟膏塗布+ガーゼ保護
　　　　　　　　　　　　　：赤血潰瘍部→イソジンシュガー+ガーゼ保護
②顔面：エキザルベ
③右下肢：特変なし。

・長谷部　玲子様～両趾間、発赤、落屑あり。両足白癬：テルビナフィンクリーム塗布。
・水梨　孝純様～特変無し。同処置継続。
